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議員発議１件を決めました （　　　　　　　　　　）　　　12月10日から会期　　　　　　　　５日間　　　12月14日まで
　

定
例
会
は
、
出
雲
崎
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更
、
平
成
19

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
、
郵
政
民
営
化
等
の
条
例
制

定
・
一
部
改
正
、
人
事
案
件
な
ど
議
案
13
件
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
審
議

の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
請
願
２
件
は
不
採
択
。
陳
情
１
件
は
採
択
し
意
見
書
を
可
決
し

ま
し
た
。

＊12月議会で決まった予算＊
会　　　計 補　正　額 補正後の予算額

一　　般　　会　　計（第８号） 1億　712万１千円 43億5,287万３千円

特
別
会
計

国民健康保険事業 （第３号） 5,699万１千円 6億2,949万７千円

老 人 保 健 （第２号） 100万円　    　 7億4,817万８千円

介 護 保 険 事 業 （第２号） 2,733万２千円 6億   783万７千円

下 水 道 事 業 （第３号） 351万８千円 6億5,351万８千円

議 会 傍 聴

　一般会計補正予算（第８号）
　　　　 お　も　な　歳　出
・両保育園保育実施委託料追加………………………………………  252万3千円

・県単かんがい排水事業設計業務委託料……………………………  200万円

・藤巻地区かんがい排水工事…………………………………………1,600万円

・県緑のばんそうこう工事追加………………………………………  300万円

・水産物共同荷捌所強化工事減……………………………………△1,624万4千円

・道路新設改良舗装工事追加……………………………4,000万円

・県道路事業負担金追加…………………………………  370万円

・新生活支援金追加………………………………………  300万円

・街なみ環境整備工事追加………………………………  575万円

・街なみ整備助成金減…………………………………△  400万円

・新潟県中越沖地震対策被災住宅復興資金預託金……3,250万円

・町営住宅建築工事及び地質調査業務委託料…………  626万５千円

・役場駐車場災害復旧工事追加…………………………  860万９千円

　　　特別会計補正予算
　　　　 お　も　な　歳　出
国民健康保険事業（第３号）
・一般被保険者療養給付費追加………5,520万円

・退職被保険者等療養給付費減……△1,200万円

・一般被保険者高額療養費追加………1,015万円

老人保健（第２号）
・一般会計繰出金追加……………………265万9千円

介護保険事業（第２号）
・介護給付費準備基金積立……………2,727万５千円

下水道事業（第３号）
・消費税追加………………………………351万８千円
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◆
出
雲
崎
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
（
後
期
）
の
変
更

に
つ
い
て

・
水
産
物
共
同
荷
捌
所
新
設
事
業
を
追
加
す
る
も
の
。

◆
郵
政
民
営
化
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例
制
定

・
日
本
郵
政
公
社
が
民
営
化
さ
れ
た
た
め
の
条
例
の
改

正
。

◆
出
雲
崎
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定

・
公
務
員
給
与
と
民
間
給
与
と
の
格
差
を
是
正
す
る
た
め

の
条
例
の
一
部
改
正
。

◆
出
雲
崎
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定

・
徴
収
方
法
の
一
部
改
正
。

◆
出
雲
崎
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

・
長
岡
市
の
旧
三
島
郡
清
掃
セ
ン
タ
ー
組
合
管
内
の
地
域

と
と
も
に
、
ご
み
の
有
料
化
を
平
成
�0
年
度
か
ら
実
施

す
る
た
め
の
条
例
の
一
部
改
正
。

◆
公
共
施
設
相
互
利
用
に
関
す
る
協
定
書
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

・
長
岡
市
、
小
千
谷
市
、
見
附
市
、
川
口
町
及
び
出
雲

崎
町
で
締
結
し
て
い
る
協
定
書
に
変
更
が
生
じ
た
も

の
。

◆
町
道
の
路
線
認
定
及
び
路
線
変
更
に
つ
い
て

・
小
学
校
線
・
連
絡
道
路
小
学
校
線
・
沖
田
２
号
線
・

別
ヶ
谷
６
号
線
の
路
線
認
定
、
大
門
５
号
線
の
路
線

変
更
す
る
も
の
。

可
決
し
た
条
例
制
定
な
ど

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き
（
主
な
も
の
）

10
・
３　

町
村
議
会
議
長
、
副
議
長
、
委
員
長
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
新
潟
市
）

　
　

４　

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　

議
員
懇
談
会

　
　

16　

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　

18　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　

��　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

10
月
臨
時
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

震
災
復
興
対
策
特
別
委
員
会

　
　

　　

議
会
報
特
別
委
員
会

11
・
８　

震
災
復
興
対
策
特
別
委
員
会

　
　

14　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　

�1　

全
員
協
議
会

　
　

�7　

町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会　
　

 

（
新
潟
市
）

　
　
　
　

長
岡
地
域
広
域
行
政
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
長
岡
市
）

　
　
　
　

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
臨
時
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
新
潟
市
）

　
　

�0　

第
51
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会 

（
東
京
都
）

1�
・
４　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

10　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

12
月
議
会
定
例
会
招
集
日

　
　

11　

定
例
会
２
日
目
（
一
般
質
問
）

　
　
　
　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

1�　

社
会
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　

14　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

定
例
会
最
終
日

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　

震
災
復
興
対
策
特
別
委
員
会

（
平
成
19
年
10
月
～
12
月
）

可
決
し
た
意
見
書

◆

道
路
整
備
財
源
の
制
度
堅
持
に
関
す
る
意
見
書

・
本
町
の
幹
線
道
路
で
あ
る
国
道
�5�
線
な
ど
、
ま
だ

ま
だ
「
安
全
で
安
心
な
地
域
を
支
え
る
道
路
」
に

は
ほ
ど
遠
い
状
況
で
あ
り
、
道
路
整
備
の
財
源
を

確
保
す
る
た
め
現
行
の
暫
定
税
率
を
維
持
す
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
も
の
。

　

こ
の
意
見
書
は
、
国
会
や
内
閣
総
理
大
臣
は
じ
め

関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

提 案 説 明

人　

事　

案　

件

人
権
擁
護
委
員
の
選
任

　
　
　
　

 

磯　

部　

友
記
雄　
氏
（
大
字
大
門
）
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（会期　10月22日　１日間）

　

臨
時
会
は
、
平
成
19
年
度
一
般
会

計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
、
工
事
請
負

契
約
の
締
結
の
議
案
４
件
を
慎
重
審
議

し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

一般会計補正予算
　　　　　お　も　な　歳　出
☆一般会計（第７号）
・県単林道工事追加（吉川滝谷線、大津登ノ入線）
　　　　　　　　　　　　　　　　………280万円
・天領の里案内看板移設工事………………230万円

＊臨時会で決まった補正予算＊
会　　　計 補　正　額 補正後の予算額

一 　 般 　 会 　 計（第７号） 1,226万円 42億4,575万２千円

簡易水道事業 （第５号） 840万円 2億9,536万６千円

特　別　会　計
　　　　　 お　も　な　歳　出
☆簡易水道事業（第５号）
　簡易水道施設災害復旧工事追加………… 820万円

特別
会計

☆工事請負契約の締結（２件）
　　夕凪の橋改修工事� １億�　279万５千円
　　�松本地区
　　農業集落排水施設災害復旧工事� 5,292万円�　　

町内全域に光ファイバー網の整備を
　

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
（
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
）
と
、
テ

レ
ビ
難
視
聴
及
び
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応
に
つ
い
て
調

査
し
、
12
月
定
例
会
に
報
告
し
ま
し
た
。

Ａ案　ケーブルテレビの導入（公設民営型）
システム概要 メリット デメリット

◇光ファイバーケーブルを用いて、
収容局と加入者宅間を接続する。

◇光ファイバーの整備は町が行い、
運用・維持管理は民間事業者に委
託して行う（IRU契約）。

・難視聴地域、テレビの受信状況の
悪い地域が解消される。

・テレビアンテナが不要となる。
・行政情報、地域情報などのコミュ
ニティ放送が可能となる。

・高速インターネットが利用でき
る。

・IP電話が利用できる（110番、
119番は不可）。

・施設の整備経費が高価である。
・採算に見合う加入者の確保（50％）
・テレビ視聴に対する利用料支出へ
の抵抗感

・新しい技術に対する対応
・設備の更新等への対応
・加入者の引込工事費用などかか
る。

Ｂ案　民間事業者による光ファイバー網の整備（「Ｂフレッツ」を想定）
システム概要 メリット デメリット

◇光ファイバーケーブルを用いて、
収容局と加入者宅間を接続する。

◇一定の加入者確保を条件に、民間
事業者が光ファイバーを整備し、
サービスを提供する。

・施設の整備費用がかからない。
・高速インターネットが利用でき
る。

・IP電話が利用できる（110番、
119番も可）。

・新しい技術に対する対応が可能

・難視聴対策、デジタル放送への対
応ができない。

・加入者の確保（20％）
・施設整備は事業者が行うため、実
施時期が未定

総 務 文 教 常 任 委 員 会 報 告
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震災復興対策特別委員会
　本格的な災害復旧・復興事業が実施されるに当たり、11月1�日に復興に向けた基本的視点及び先行
して取り組む必要のある事項について、町長に提言しました。
　○ＪＲ出雲崎駅を中心とする「町の玄関」賑わい再生ビジョンの策定
　○縄文古木の有効活用
　○被災者公営住宅の建設
　○中越沖地震復興基金の活用
　○木造住宅の耐震診断費及び耐震補強工事費に対する助成制度の創設
　○災害時における情報ネットワークの構築、連絡体制・基盤の整備を進める必要がある

出雲崎町震災復興に向けた第一次提言

　

上
勝
町
は
、
徳
島
市
か
ら
約
40
キ
ロ

の
位
置
に
あ
り
、
総
面
積
の
う
ち
85
％

が
山
林
で
、
平
地
は
ほ
と
ん
ど
な
く
標

高
１
０
０
か
ら
７
０
０
ｍ
の
山
間
地
で

人
口
は
約
２
０
０
０

人
、
高
齢
化
率
は

48
％
で
四
国
で
最
小

の
町
で
す
。

　

こ
の
町
で
葉
っ
ぱ

を
お
金
に
変
え
年
間

売
上
高
二
億
六
千
万

円
の
「
彩
い
ろ
ど
り」
事
業
が

生
れ
ま
し
た
。
も
み

じ
、
柿
の
葉
や
梅
、

桜
の
花
な
ど
を
日
本

料
理
の
「
つ
ま
も

の
」
と
し
て
商
品
化

し
た
も
の
で
す
。

　

生
産
者
の
主
役

は
、
70
歳
を
超
え
る

約
１
９
０
人
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
で
す
。
同

じ
大
き
さ
、
形
、
色

の
葉
10
枚
を
１
パ
ッ

ク
に
し
、
10
パ
ッ
ク

１
箱
で
出
荷
。
軽
量

で
投
資
が
少
な
く
て

す
む
こ
と
か
ら
お
年

寄
り
の
は
げ
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

価
格
は
変
動
す
る
が
、
売
り
上
げ
は

右
肩
上
が
り
と
な
り
、
年
末
の
頃
に
は

月
１
０
０
万
円
を
稼
ぐ
人
も
珍
し
く
な

く
、
年
金
暮
ら
し
の
人
が
所
得
税
を
納

め
る
よ
う
に
な
り
、
嫁
や
近
所
の
悪
口

も
、
忙
し
く
て
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な

く
な
り
ま
し
た
。
90
歳
を
超
え
る
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
梯
子
を
使
っ
て
木
に
登
り

葉
っ
ぱ
を
採
り
、
将
来
の
た
め
に
苗
木

を
植
え
て
い
ま
す
。

　

市
場
か
ら
注
文
が
入
る
と
農
協
か
ら

一
斉
に
無
線
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
農
家
に
流

す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
携
帯
電
話

で
の
先
着
順
の
受
注
競
争
の
は
じ
ま
り

で
す
。

　

高
齢
者
で
も
パ
ソ
コ
ン
が
使
え
る
よ

う
に
キ
ー
ボ
ー
ド
を
改
良
し
、
新
聞
の

代
わ
り
に
、
毎
日
朝
夕
に
パ
ソ
コ
ン
前

に
正
座
し
て
情
報
を
読
む
よ
う
で
す
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
す
っ
か
り
若

返
っ
て
き
た
そ
う
で
、
老
人
医
療
費
は

県
内
最
下
位
と
な
り
、
寝
た
き
り
老
人

が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
町
は
老
人
ホ
ー

ム
を
閉
鎖
し
ま
し
た
。

　

上
勝
町
は
、
全
国
ネ
ッ
ト
の
テ
レ
ビ

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

町
民
の
自
信
に
な
り
、
そ
の
自
信
が
新

た
な
知
恵
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
町
に
は
ゴ
ミ
収
集
車
は
一
台
も

走
っ
て
い
ま
せ
ん
。
２
０
２
０
年
ま
で

ゴ
ミ
を
な
く
す
る
「
上
勝
町
ご
み
ゼ
ロ

宣
言
」
を
２
０
０
３
年
に
議
決
し
て
い

ま
す
。
ゴ
ミ
処
理
を
視
察
の
た
め
外
国

人
も
多
く
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
小
林
泰
三
）

政務調査
報　　告

葉
っ
ぱ
を
宝
に
変
え
た
町

　
　
　

徳
島
県
上
勝
町
を
研
修

（
11
月
15
日
～
17
日
）

上勝町役場での研修
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議
員
…
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支

え
る
、
年
金
、
医
療
、
介
護
な

ど
の
社
会
保
障
は
、
相
次
ぐ
改

悪
で
ズ
タ
ズ
タ
に
さ
れ
て
い
る

の
が
現
実
で
す
。

　

そ
こ
で
高
齢
者
率
が
高
い
わ

が
町
で
は
、
高
齢
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
る
こ

と
は
政
治
の
重
要
な
責
任
と
思

い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

町
長
…
「
健
や
か
で
支
え
合
う

町
づ
く
り
」
を
最
大
目
標
で
施

策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
お
年
寄
り
の
皆
さ

ん
は
も
ち
ろ
ん
、
若
い
人
た
ち

に
と
っ
て
も
安
全
、
安
心
を
確

保
し
な
が
ら
、
こ
の
町
に
住
ん

で
よ
か
っ
た
と
、
町
の
す
ば
ら

し
さ
を
共
感
い
た
だ
け
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

議
員
…
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

で
は
保
険
料
が
払
え
な
い
で
保

険
証
の
と
り
あ
げ
が
行
わ
れ
た

場
合
に
、
町
独
自
に
救
い
の
手

が
あ
り
ま
す
か
。

町
長
…
町
の
範
囲
と
い
う
の
は

狭
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

現
実
に
問
題
が
起
き
た
と
き
に

は
、
町
の
進
め
方
を
適
用
さ
れ

る
よ
う
強
く
申
し
入
れ
、
町
の

及
ぶ
範
囲
は
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。

議
員
…
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
待
機
者
を
な
く
す
必
要
が
あ

り
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。
介

護
手
当
で
重
度
の
場
合
の
支
給

引
き
上
げ
し
て
は
い
か
が
で
す

か
。

町
長
…
小
規
模
多
機
能
事
業
は

震
災
の
復
旧
を
早
く
終
わ
ら
せ

な
が
ら
、
法
人
と
ま
た
協
議
し

な
が
ら
対
処
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
介
護
手
当
は
、
財

政
状
況
を
に
ら
み
な
が
ら
考
え

て
お
り
ま
す
。

議
員
…
民
間
賃

貸
住
宅
に
暮
ら

す
高
齢
者
へ
の

家
賃
補
助
制

度
が
必
要
で
す

が
い
か
が
で
す

か
。

町
長
…
状
況
を

し
っ
か
り
と
調

査
、
把
握
を
し

な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま

す
。

議
員
…
高
齢
者
の
就
労
・
社
会

参
加
の
場
を
ひ
ろ
げ
る
た
め
に

も
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

と
そ
れ
に
と
も
な
う
災
害
補
償

制
度
の
整
備
な
ど
つ
く
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で

す
か
。

町
長
…
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
も
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
意
向
を
お
聞

き
し
な
が
ら
現
実
的
な
対
応
を

検
討
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

高
齢
者
が
安
心
し
て

　
　

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
つ
い
て

田　

辺　

雅　

巳　
議
員

町
長
：「
健
や
か
で
支
え
合
う
町
づ
く
り
」
を

やすらぎの里
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議
員
…
中
越
沖
地
震
か
ら
５
ヶ

月
、
町
長
・
行
政
職
員
が
復
旧

復
興
に
む
け
て
努
力
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
、
敬
意
を
現
わ
す
も

の
で
す
が
、
復
興
支
援
の
中

で
、
い
く
つ
か
の
問
題
が
提
起

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
震
発
生
後
の
ゴ
ミ
処
理

は
、
行
政
で
無
料
収
集
さ
れ
ま

し
た
が
、
収
集
ゴ
ミ
の
中
に
被

災
ゴ
ミ
で
な
い
も
の
が
大
量
に

出
さ
れ
、
職
員
や
収
集
業
者
が

苦
労
さ
れ
た
と
聞
き
ま
す
。
玄

関
先
収
集
の
行
政
の
好
意
が
あ

だ
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
住

民
モ
ラ
ル
に
よ
る
も
の
と
考
え

ま
す
。
出
し
さ
え
す
れ
ば
収
集

し
て
く
れ
る
で
は
、
行
政
が
経

費
の
節
減
に
つ
と
め
て
も
な
に

も
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
事
に
つ
い
て
意
識
改
革
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
ま
す
か
。

　

復
興
支
援
の
一
部
損
壊
で
被

害
状
況
に
不
公
平
感
が
残
り
ま

す
。
被
害
の
大
小
に
は
関
係
な

く
、
住
宅
復
旧
に
と
も
な
う
廃

材
は
同
じ
も
の
で
す
。
処
理
費

用
に
つ
い
て
は
同
一
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

支
援
制
度
の
中
で
、
一
部
損

壊
に
つ
い
て
町
独
自
の
方
法
で

融
資
制
度
を
決
定
さ
れ
た
こ
と

は
認
め
ま
す
が
、
自
己
資
金
で

復
旧
す
る
方
々
の
廃
材
は
有
料

で
不
公
平
感
が
あ
り
ま
す
。
町

財
政
が
い
く
ら
し
っ
か
り
し
て

い
て
も
公
平
に
す
る
に
は
限
度

が
あ
り
ま
す
。
国
・
県
の
制
度

に
対
す
る
見
直
し
や
運
用
方
法

に
つ
い
て
働
き
か
け
る
気
持
が

あ
り
ま
す
か
伺
い
ま
す
。

復興支援の中で
田　中　　　元　議員

収集ゴミの状況

県
に
要
望
を
続
け
る

町
長
…
中
越
沖
地
震
に
お
け
る

災
害
ゴ
ミ
の
収
集
は
い
ち
早
く

体
制
を
整
え
、
震
災
と
い
う
非

常
事
態
の
中
で
、
利
便
性
を
考

慮
し
て
軒
先
収
集
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

そ
の
課
程
の
中
で
、
モ
ラ
ル

に
欠
け
る
事
案
も
あ
り
収
集
分

別
に
、
大
き
な
時
間
と
労
力
を

使
い
、
費
用
が
か
か
っ
た
こ
と

も
事
実
で
す
。
ゴ
ミ
問
題
は
、

分
別
収
集
な
ど
に
つ
い
て
も
、

排
出
さ
れ
る
方
々
の
モ
ラ
ル
の

問
題
で
、
労
力
を
費
や
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

来
年
度
か
ら
の
ゴ
ミ
の
有
料

化
も
、
モ
ラ
ル
を
守
り
な
が

ら
、
機
運
意
識
を
高
め
、
発
生

の
抑
制
、
再
利
用
・
再
資
源
化

の
形
を
組
み
合
せ
、
も
っ
た
い

な
い
と
い
う
気
持
ち
の
醸
成
の

中
で
、
減
量
化
を
啓
蒙
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
部
損
壊
の
支
援
に
つ
い
て

で
す
が
、
被
災
範
囲
が
１
％
～

19
％
と
広
い
た
め
公
平
性
を
考

え
て
も
一
律
に
は
困
難
な
面
が

あ
り
、
ど
こ
で
線
引
す
る
か
議

論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ラ
ン
ク
を
３
段
階
に
分
け
て

配
分
し
、
で
き
る
だ
け
公
平
を

保
っ
て
い
ま
す
が
、
不
公
平
感

を
な
く
す
の
は
難
し
い
し
、
被

災
さ
れ
た
方
々
の
気
持
を
酌
み

と
り
前
向
き
に
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

制
度
的
な
面
で
県
に
も
主
張

し
ま
し
た
が
、
今
の
段
階
で
は

難
し
さ
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後

も
主
張
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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